
り
く
し
ょ
う
じ
／
ろ
く
し
ょ
う
じ

六
勝
寺

6知
る

■
ど
ん
な
お
寺

六
勝
寺
と
は
、
院
政
期
、
天
皇
や
中
宮
の
発
願
で
鴨
川
東
岸
の
白
河

（

）

。

「

」

現
左
京
区
岡
崎

の
地
に
建
立
さ
れ
た
六
つ
の
寺
院

い
ず
れ
も

勝

の
字
が
つ
く
の
で
六
勝
寺
と
総
称
さ
れ
ま
し
た
。

は
白
河
天
皇
御
願
。
承
暦
元
（
一
〇
七
七
）
年
落
慶
供
養
。

法
勝
寺

ほ
つ
し
よ
う
じ

は
堀
河
天
皇
御
願
。
康
和
四
（
一
一
〇
二
）
年
落
慶
供
養
。

尊
勝
寺

そ
ん
し
よ
う
じ

は
鳥
羽
天
皇
御
願
。
元
永
元
（
一
一
一
八
）
年
落
慶
供
養
。

最
勝
寺

さ
い
し
よ
う
じ

は
鳥
羽
天
皇
中
宮
待
賢
門
院
藤
原
璋
子
御
願
。
大
治
三
（
一

円
勝
寺

え
ん
し
よ
う
じ

一
二
八
）
年
落
慶
供
養
。

は
崇
徳
天
皇
御
願
。
保
延
五
（
一
一
三
九
）
年
落
慶
供
養
。

成
勝
寺

せ
い
し
よ
う
じ

は
近
衛
天
皇
御
願
。
久
安
五
（
一
一
四
九
）
年
落
慶
供
養
。

延
勝
寺

え
ん
し
よ
う
じ

い
ず
れ
の
造
営
も
受
領
層
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
こ
れ
ま

ず
り
ょ
う
そ
う

で
に
出
土
し
た
瓦
や
礎
石
か
ら
、
建
築
用
材
が
全
国
各
地
か
ら
調
達
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
創
建
後
、
落
雷
や
火
災
な
ど
で
た
び

、

。

た
び
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が

そ
の
つ
ど
修
復
再
建
さ
れ
ま
し
た

し
か
し
、
南
北
期
に
は
次
第
に
衰
微
し
、
応
仁
・
文
明
の
乱
（
一
四
六

七
～
七
七
）
の
兵
火
で
廃
絶
し
ま
し
た
。

■
院
政
と
白
河
の
地

十
世
紀
後
半
頃
に
な
る
と
、
平
安
京
右
京
の
衰
退
が
進
む
一
方
、
左

京
は
繁
栄
し
、
鴨
川
の
東
に
邸
宅
が
数
多
く
軒
を
並
べ
ま
し
た
。

と
く
に
二
条
大
路
末
の
南
北
に
広
が
る
白
河
の
地
は
、
九
世
紀
半
ば

頃
に
摂
政
藤
原
良
房
の
別
荘
白
河
殿
が
築
か
れ
て
以
降
、
桜
の
名
勝
と

し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。
白
河
殿
は
、
藤
原
道
長
ら
藤
原
氏
長
者
に
代
々

伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
承
保
二
（
一
〇
七
五
）
年
頼
通
の
子
師
実
は
、

よ
り
み
ち

も
ろ
ざ
ね

こ
れ
を
白
河
天
皇
に
献
上
し
ま
し
た
。
そ
の
地
に
造
営
さ
れ
た
の
が
法

勝
寺
で
す
。（

）

、

、

応
徳
三

一
〇
八
六

年

白
河
天
皇
は
譲
位
し
て
院
政
を
開
始
し

法
勝
寺
の
西
側
に
白
河
泉
殿
（
北
殿
）
と
い
う
院
御
所
を
造
営
。
さ
ら

に
南
殿
と
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
御
堂
、
蓮
華
蔵
院
と
得
長
寿
院
を
建

れ
ん
げ
ぞ
う
い
ん

と
く
ち
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

立
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
白
河
の
地
は
、
六
勝
寺
の
ほ
か
に
も
院
や
女
院
の
御
所

や
仏
堂
が
多
数
建
ち
並
び
、
洛
南
の
鳥
羽
殿
（
鳥
羽
離
宮
）
と
と
も
に

院
政
の
拠
点
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
白
河
は
粟
田
口
か
ら
逢
坂
関

あ
わ
た
ぐ
ち

お
う
さ
か
の
せ
き

を
越
え
東
国
に
向
う
要
路
が
通
り
、
人
や
物
資
移
動
の
中
心
地
で
も
あ

り
ま
し
た
。

■
法
勝
寺
の
九
重
塔

「
国
王
の
氏
寺
」
と
称
さ
れ
た
法
勝
寺
の
中
心
に
位
置
す
る
金
堂
の

本
尊
は
、
奈
良
東
大
寺
の
大
仏
殿
と
同
じ
く
毘
盧
遮
那
仏
で
し
た
。
こ

び

る

し

ゃ

な

ぶ

つ

れ
は
、
法
勝
寺
が
護
国
の
た
め
の
国
家
的
寺
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
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て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
金
堂
南
の
池

の
中
島
に
は
高
さ
が
八
十
メ

ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
壮
麗
な
八
角
九
重
塔

が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

法
勝
寺
は
国
王
の
権
威
を

示
す
た
め
の
記
念
碑
的
な
意

味
を
持
ち
、
多
く
の
僧
侶
や

貴
族
た
ち
が
奉
仕
す
る
様
々

な
国
家
的
仏
事
が
こ
の
寺
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

歩
く
／
見
る

■
六
勝
寺
跡

左
京
区
岡
崎

り
く
し
ょ
う
じ
あ
と

現
在
の
岡
崎
文
化
ゾ
ー
ン
の
一
帯
が
六
勝
寺
跡
地
に
当
り
ま
す
。
現

在
で
は
、
法
勝
寺
町

や
成
勝
寺
町
な
ど
の

町
名
が
つ
け
ら
れ
、

往
時
を
し
の
ば
せ
ま

法勝寺模型(京都市制作)

す
。高

さ
八
十
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
大
き
な
塔
だ
っ
た
法
勝
寺
八
角
九
重
塔

の
跡
地
は
京
都
市
動
物
園
の
構
内
に
あ
た
り
、
法
勝
寺
跡
の
石
標
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

京
都
市
動
物
園
内
の
法
勝
寺
八
角
九
重
塔
跡
（
上
）
と

尊
勝
寺
跡
石
標
（
右

。）

上の図は六勝寺跡の現況。図中，動物園とその北部一帯が法勝寺，京
都会館とその西一帯が尊勝寺，平安神宮とその南一帯が最勝寺，(京
都市)美術館一帯が円勝寺 (国立)近代美術館一帯が成勝寺 (京都市)， ，
勧業館一帯が延勝寺のそれぞれ所在とされている。

＊国土地理院長の承認を得て同院発行の数値地図25000(地図画像)
を複製。承認番号平14総複第494号


